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1 基本方針 

「オープン CAEに関する技術情報の共有を進める」および「オープン CAEに関する普及活動を展

開する」を実現するために、以下の活動を行う。 

 

1.  講演会、研究会、セミナー等の開催 

2.  会誌、書籍等の発行 

3.  インターネットを活用した情報発信、コミュニケーション活動 

4.  研究の奨励、助成、および研究業績の表彰 

5.  講師の派遣、紹介 

6.  国内外の他学会等との交流、協力 

 

2 事業活動計画の概要 

前述の基本方針に沿って、以下のような事業活動計画を策定した。 

2.1 第 13回定時社員総会 

開催日時 2022年 6月 18日 (土曜日) 14:00～14:30 

開催場所 富山県立大学 

議事 報告事項 第 1号報告 『2021年度事業報告 』 

 決議事項 第 1号議案 『2021年度決算報告 』 

  第 2号議案 『2022年度事業計画 』 

  第 3号議案 『2022年度収支予算 』 

  第 4号議案 『2023年度事業計画及び収支予算についての暫定処置 』 

  理事会報告他  

 

2.2 公益目的事業 

2.2.1 催事 

2.2.1.1 社員総会の開催 (実行委員長：中川会長) 

開催日時 2022年 6月 18日 （土） 

開催場所 富山県立大学、オンライン 

プログラム概要 

 定時社員総会、情報交換会 

 

2.2.1.2 オープン CAEトレーニング (実行委員長：酒井理事) 

開催日時 2022年 6月 18日（土）、25日 （土） 

開催場所 オンライン 

プログラム概要 

 講習会（OpenModelica入門、構造解析入門と初級、熱流体解析入門と初級） 

 

2.2.1.3 オープン CAEシンポジウム 2022 (実行委員長：岡山理科大学 平野、中川会長) 
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開催日時 2022年 9月 2日 （金） 、3日 （土） 

開催場所 岡山理科大学（オンライン参加も可能） 

開催内容 

 一般講演、基調講演等。トレーニングは別日程で開催を調整。 

 

2.2.1.4 オープン CAEサマースクール 2022 (実行委員長：高木理事) 

開催日時 2021年 8月 26日 （金）〜28日 （日） 

開催場所 箱根高原ホテル 

開催内容 OpenFOAM初級編・混相流解析 

 

2.2.1.5 オープン CAE講習会 (実行委員長：酒井理事) 

開催日時 2023年 3月頃 

開催場所 オンライン（予定） 

プログラム概要 未定 

  

2.2.2 委員会活動 

2.2.2.1 学術研究委員会（委員長：大島理事） 

 オープンソース CAEソフトウェアに関する学術研究的な活動を行う。必要に応じてテーマ別の小委

員会を設置する。 

2.2.2.1.1 V&V小委員会 (委員長：出川理事) 

 オープンソース CAEソフトウェアの V&V事例ケース、および V&Vに利用するための検証問題

を、学会のWebページやレポジトリに整備する。また、オープン CAEソフトウェアのコード検証勉

強会にて、コードの検証(Verification)と計算結果の検証(Validation)を行い、検証資料を蓄積する。蓄

積した検証資料は、Web以外の媒体でも頒布する予定である。 

2.2.2.1.2 モデルベースデザイン小委員会 (委員長：西理事) 

 モデルベースデザイン分野のオープンソースソフトウェア利用推進を目的として活動する。利用推

進活動として、トレーニングを企画、運営するとともに、他学会との協賛もしくは共催セミナーの開

催を検討する。研究及び開発活動に関する成果発表の場として、オープン CAEシンポジウムのセッシ

ョン等を企画し、運営する。 

2.2.2.1.3 HPC小委員会 (委員長：大島理事) 

 HPC環境におけるオープン CAEソフトウェアの活用についての活動を行う。具体的には、スーパ

ーコンピュータシステムやクラウド環境におけるオープン CAEソフトウェアの性能検証や性能改善、

シンポジウム等における情報共有を行う。得られた成果はオープン CAEシンポジウムや他学会イベン

ト等にて公開・共有する。 

 

2.2.2.2 広報・コミュニティ委員会 (委員長：森本理事) 

 会員向けのニュースレターの発行、メール配信による広報活動を充実させる。賛助会員との定期的

な意見公開を実施する。 

 学会後援勉強会は見直した後援規定に基づき、新規申請を受付、後援済勉強会については継続確認

を含めて再申請を依頼し、コミュニティの後援を続ける。 
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 コミュニティの活性化のために YouTube、Twitter、Wikiを通した情報発信を行う。 

2.2.2.3 Web編集委員会 (委員長：高木理事) 

 Webコンテンツを充実させ、シンポジウムや各種講習会などの学会イベント情報及び会員に有益と

なるオープン CAEに関する情報を速やかに発信する。また、セキュリティ対策および保守性の向上を

施し学会Webを恒常的に運用する。 

2.2.2.4 出版・編集委員会 (委員長：西理事) 

 オープン CAE論文集の定着化、活性化を目的として引き続き活動を行う。論文に加え、技術報告を

新規に立ち上げる。その他、出版に関わる案件についても、適宜、対応する。 

2.2.2.5 国際化推進委員会 (委員長：中川理事) 

 本学会の活動内容や日本国内でのオープン CAEに関わる活動の状況を英語で発信する。他の委員会

と連携し、国外の機関との協働を進める。 

2.2.2.6 講習会委員会 (委員長：酒井理事) 

 総会付帯講習やオープン CAE シンポジウムにおいて、OpenFOAM などのオープン CAE ソフトウ

ェアや関連の計算技術等についての講習会（上期はオンライン講習）を実施する。また若手向けのサ

マースクールのほか地方での講習会も引き続き企画する。なお具体的な内容については、都度、大会

実行委員会や理事会で検討し決定する。また会員の要望等により、別途、単独での講習会も企画す

る。 

2.2.2.7 資料翻訳委員会 (委員長：小山) 

 オープン CAEマニュアルや教材等の資料の翻訳に、会員有志の要望等に応じて取り組み、その成果

を公開する。翻訳対象については広く会員からの要望を受ける。ParaView Guide等の和訳について、

開発元とも連携しながら取り組みを継続する。OpenFOAMユーザガイド・プログラマズガイドの翻訳

についてはバージョンアップに対して電子媒体資料の更新のみを行い、英語公式Webへの反映も図

る。 

2.2.2.8 表彰委員会 (委員長：福江理事) 

 表彰に係る規定の策定に取り組む。受賞者情報の整理とウェブページの更新を行う。今年度の受賞

者選定および表彰準備を実施する。 

 

2.2.2.9情報セキュリティ委員会 (委員長：川畑理事) 

 学会の情報セキュリティに対するガイドラインの策定、運用を行う。理事および事務局に対し、情

報セキュリティに関する情報の共有、教育を行い意識を高めるとともに、インシデント発生時に対応

指示を行う。 

 

2.2.3 講師派遣事業 

 当学会ホームページに、講師派遣の可能なテーマや事例等を掲載し、地方の勉強会支援や企業等の

個別講習会開催の要望に対応する。 


